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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
公
益
事
業
の
料
金
形
成
の
一
地
れ

節
九

O
巻

八

巨司

第
凹
川
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ア
メ
リ
カ
に
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け
る
公
益
事
業
の
料
金
形
成
の

一
過
程

ー

ー

ー

独

占

価

格

形

成

に

お

け

る

評

価

基

準

転

換

の

意

義

|

|

ま

え

カJ

き

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
公
益
事
業
と
称
す
る
も
の
の
範
囲
に
は
「
郵
便
、

蒸
気
鉄
道
、
市
内
鉄
道
、
高
速
鉄
道
、
乗
ム
ロ
パ
ス
、
ト
ラ
ヴ
ク
、
川
蒸
気

船
、
有
料
情
、
有
料
道
路
、
水
道
、
寵
信
電
話
、
ガ
ュ
、
電
知
」
等
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
は
、
ア
メ
り
カ
ヰ
γγ
停
で
一
般
的
に
認
め
ら

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
公
溢
事
業
の
範
囲
に
つ
い
て
の
規
定
は
各
州
ご
と

に
い
ろ
い
ろ
k
差
異
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
範
囲
を
一
律
に
確
定

す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
の

ア
メ
リ
カ
の
一
場
合
、
公
読
事
業
は
民
間
企
業
で
あ
る
が
、
他
の
民
間
企

業
に
く
ら
べ
て
大
き
な
神
権
|
|
独
占
権
や
特
許
権
ー
ー
を
も
っ
と
同
時

に
、
多
く
の
義
務
|
|
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
、
合
理
的
料
金
、
消
費
者
に
対

す
る
給
付
に
差
別
を
つ
け
な
い
こ
と
ー
ー
を
一
却
せ
ら
れ
、
統
制
委
員
会
の

統
制
に
脚
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
統
制
は
、
一
般
に
自
然
的
独

野

村

秀

手日

占
と
い
う
根
拠
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。

主
要
な
統
制
問
題
は
料
金
形
成
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
統
制
委
員
会

主
会
社
と
の
争
い
も
、
主
と
し
て
料
金
形
成
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
て

い
る
が
、
そ
り
最
終
的
解
決
は
、
裁
判
所
の
判
決
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。統

制
委
員
会
の
統
制
は
、
一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
を
さ
か
レ
と
L
て
質

的
発
展
を
主
げ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
詳
論
す
る
が
、

そ
れ
は
料
金
形
成
の
基
礎
と
な
る
資
応
評
価
の
基
準
が
.
時
価
主
義
(
復

成
原
価
)
か
ら
原
価
主
義
に
転
換
す
る
こ
、
と
に
よ
り
実
視
さ
れ
た
。
そ
し

て
こ
の
転
換
に
対
し
て
は
、
一
般
に
評
価
の
悲
意
性
を
排
除
L
、
投
資
家

主
消
費
者
の
利
害
を
調
節
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
妥
当
な
も
の
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
、

大
い
に
吟
味
の
必
要
が
あ
る
主
忠
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
‘
ま
す
ア
メ
リ
カ
公
持
事
業
の
料
ん
怖
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ



れ
て
い
る
か
を
述
べ
た
う
え
で
、
一
九
二

0
年
代
と
三

0
年
代
の
料
金
形

成
の
差
興
を
し
ι
ら
え
、
統
制
強
化
と
い
う
外
皮
を
か
ぶ
っ
た
そ
の
転
換
の

も
つ
現
実
的
意
義
を
明
確
に
し
た
い
。
ま
た
こ
の
た
め
に
、
分
析
の
視
野

を
公
設
事
業
の

4
に
似
る
と
と
な
〈
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
発
展
に
お

き
、
こ
と
に
独
占
の
新
し
い
確
立
期
で
あ
る
ニ
ュ
デ
ィ

1
ル
の
も
止
で
、

公
益
事
業
の
お
か
れ
て
き
た
位
置
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

川
W

】
わ
因
。
己
)
口
事
件
、
司
王

N
N
q
S
E
E
2
2
a
H
a
E
E子
、
c
g
R守

唱。円

NhNEヨ
5
A
F
P
古

川

ω
竹
中
起
推
「
公
益
企
業
会
計
」
二

O
l
一
一
一
氏
。
な
お
、
我
が
閏

の
公
益
事
業
学
去
の
規
約
第
六
条
で
は
公
益
事
業
に
つ
い
と
つ
軍
の

よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
公
益
事
業
町
見
己
目
白
色

]
E
E
と
は
、
わ

れ
わ
れ
の
小
一
日
に
日
常
不
可
欠
の
川
益
を
提
仇
す
る
一
連
の
事
業
の

こ
主
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
鉄
道
、
軌
道
、

自
動
車
道
、
バ
久
、
定
則
船
、
定
期
航
空
、
郵
便
、
証
信
、
電
話
、

脱
退
号
の
詰
産
課
が
包
括
さ
れ
る
。
L

ω
一
「
円
出
o
ロ
σ口
四
宮
』
芯
N
L
-
H
U

十
戸
参
加
。

V
I
l
-
メ

l
k
i
y
F

料
金
問
題
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
公
益
事
業
会
社
と
消
費
者
の
聞
の
最

も
主
要
な
接
点
で
あ
る
。

一
般
に
、
公
益
事
業
に
お
け
る
糾
金
は
原
価
を
梢
償
す
る
と
と
も
に
公

正
な
報
酬
を
約
束
さ
れ
、

L
か
も
低
廉
で
あ
っ
て
、
投
資
家
と
消
費
者
に

対
し
「
公
正
」
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
公
読
事
誌
の
料
余
形
成
の
一
過
程

め
ま
た
、
公
益
事
業
の
統
制
機
関
は
、
と
く
に
公
正
な
料
金
を
決
定
す
る

た
め
に
存
在
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
ロ

こ
の
料
命
は
い
か
な
る
要
素
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
か
、
こ
れ
が
ま
ず
問

題
で
あ
る
。

こ
の
同
題
は
、
公
益
事
業
会
社
の
消
費
先
別
給
制
に
対
す
る
各
種
料
金

の
年
度
総
収
入
額
(
こ
れ
を
料
金
水
準
同
丘
⑦
戸
空
巳
と
い
う
)
を
決
定

す
る
こ
と
と
、
こ
の
料
金
水
準
を
各
相
給
付
に
制
制
け
て
、
各
種
料
金
を

決
定
す
る
こ
と
の
一
一
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
政

策
的
要
素
の
入
る
差
別
料
金
が
問
題
と
な
る
が
、
後
に
触
れ
る
こ
と
と
し
、

こ
こ
で
は
よ
り
某
木
的
な
問
題
を
な
す
料
金
水
準
を
中
心
に
扱
う
こ
と
と

す
る
。一

五
来
、
公
設
事
業
で
は
他
の
私
企
業
と
ち
が
い
、
い
わ
ゆ
る
資
本
報
酬

(
利
益
)
も
公
益
事
業
で
い
う
総
括
以
何

l
料
金
水
準
に
合
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
一
般
企
業
で
は
、
そ
れ
は

荷
船
l
出
己
目
当
臥

と
し
て
計
算
さ
れ
る
が
、
公
益
事
業
で
は

出
迫
+
耕
一
聖
エ
(
世
」
隣
)

1
埜
除
H
T
也
市
(
誌
協
)

之
い
う
形
を
k
り
、
あ
ら
か
じ
め
利
潤
部
分
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
場
合
料
金
の
構
成
内
容
は
、
公
益
事
業
が
必
要
、
と
す
る
費

用
之
公
正
な
報
酬
と
い
う
二
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
つ
と
と
に
な
る
。

費
川
に
属
す
る
項
目
は
大
別
し
て
、
純
営
業
費
、
減
価
償
却
安
、
税
金

そ
の
他
の
公
謀
な
ら
び
に
諸
引
当
会
項
目
等
か
ら
成
り
、
他
方
、
報
酬
は

第
九
口
書

一
八
五

ノ、
七

第
四
り
つ



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
士
山
事
業
の
料
金
形
成
の
一
過
程

文
字
ど
お
り
そ
の
企
業
の
受
け
う
る
公
正
な
報
酬
額
と
さ
れ
て
い
る

G

右
の
費
用
の
う
ち
、
純
営
業
資
は
総
括
原
何
の
七
O
|八
O
M
刊
を
占
め

て
い
る
た
め
量
的
に
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
公
益
事
業

に
お
け
る
料
金
形
成
問
題
で
は
主
県
な
争
点
、
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の

主
要
な
内
容
は
人
件
費
と
物
件
費
で
あ
る
が
、
労
賃
は
公
開
さ
れ
る
し
、

同
種
企
業
と
の
比
較
も
容
易
で
あ
る
。
物
件
費
も
、
競
争
入
札
で
処
理
さ

れ
る
か
ら
問
題
自
生
す
る
余
地
は
少
な
い
k
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
L
、

こ
の
競
争
入
札
町
内
幕
に
問
題
が
な
い
E
い
う
保
証
は
な
い
し
、
ま
介
役

員
の
俸
給
、
広
告
費
、
開
発
費
、
研
究
費
、
交
際
告
、
寄
附
停
の
利
益
掛

作
に
川
い
ら
れ
や
す
い
諸
項
は
の
吟
味
は
重
要
で
あ
る
う
@

減
価
慣
却
費
は
、
固
定
資
産
の
多
い
(
総
資
産
の
入
O
%
以
よ
と
い
わ

れ
る
)
公
益
事
業
に
あ
っ
て
は
、
と
り
わ
け
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
し
か

L
、
初
期
に
は
減
価
償
却
の
概
念
が
認
識
さ
れ
ず
、
ぞ
れ
が
認
識
さ
れ
て
か

ら
も
、
近
代
会
副
で
い
う
減
価
償
却
法
が
公
益
事
業
で
確
立
さ
れ
る
の
は
、

一
九
三

0
年
代
後
半
な
い
し
凹

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る

G

そ
れ
ま

で
の
問
は
、
減
価
償
却
法
に
代
わ
る
も
り
と
し
て
取
換
法
や
廃
棄
法
が
行

な
わ
れ
て
い
た
ν

税
金
そ
の
他
公
課
は
、
総
括
原
価
の
一
要
素
と
き
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
が
こ
の
よ
う
に
総
括
原
価
の
一
夏
素
と
さ
れ
た
の
は
一
九
二

二
年
の
ガ
ル
ベ
ス
ト
ン
事
件
以
後
で
あ
る
。

諸
引
当
金
は
、
大
修
繕
引
当
金
や
天
災
、
偶
発
事
故
に
そ
な
え
て
の
偶

発
引
当
金
、
相
害
賠
償
引
当
金
等
の
適
正
な
稲
類
ー
と
金
額
に
よ
る
も
の
は

第
九
心
巻

ノ1
ノ、

第
同
号

品、、可、
ノ

ノ

費
川
と
さ
れ
る
が
、
配
当
平
均
蔚
立
金
、
減
債
基
全
街
立
金
、
拡
張
改
良

積
立
金
手
は
、
報
酬
の
な
か
か
ら
樹
立
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
総
括

原
価
に
は
加
え
ら
れ
な
い
@
た
だ
拡
張
改
良
積
立
金
の
う
ち
、
サ
ー
ビ
ス

改
善
に
必
要
な
場
合
の
も
の
は
費
用
に
認
め
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。

報
酬
は
、
料
金
芯
礎
同
P
Z
出

Eσ

と
公
正
報
酬
率

F
Z
H
N
E
o
え

国
主
ロ
自
の
二
つ
に
よ
っ
て
決
定
き
わ
る
。
料
金
問
題
の
争
い
は
ほ
と
ん

ど
こ
の
報
酬
問
題
か
ら
生
じ
て
い
る
@
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
り
ち
に
み

る
の
で
、
こ
こ
で
は
ご
く
簡
単
な
説
明
を
行
な
う
に
と
ど
め
る
。
ま
ず
こ

こ
に
い
う
料
金
落
機
k
は
、
公
正
な
報
酬
額
を
算
定
す
る
基
礎
と
し
て
の

公
益
事
業
会
社
の
財
産
(
資
産
)
評
価
額
を
怠
味
す
る
。
こ
白
場
合
財
産

に
は
自
己
資
本
な
ら
び
に
借
入
資
本
の
丙
者
に
よ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
が
、

し
か
し
己
の
い
ず
れ
に
よ
る
財
産
で
あ
っ
て
も
公
益
事
業
給
付
に
有
効
に

利
目
さ
れ
て
い
る
こ
主
が
前
提
と
な
る
“
し
た
が
っ
て
、
兼
業
副
業
川

町
財
産
は
当
然
排
除
さ
れ
、
効
川
の
な
く
な
っ
た
も
の
も
除
か
れ
る
。

他
方
、
公
E
報
酬
率
は
、
料
金
基
礎
に
乗
ず
る
己
と
に
よ
均
一
報
酬
額
を

決
定
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
過
去
の
実
績
に
つ
い
て
み
る

と
、
こ
の
公
正
報
酬
率
と
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
七
・
五
%

五
・
五
%
白
も
の
が
多
い
が
、
そ
れ
は
時
と
場
所
や
業
種
に
よ
り
持
な

っ
て
い
る
。
ま
た
と
の
率
。
決
定
は
、
市
場
利
子
率
、
企
業
の
危
険
度
、

物
価
変
動
、
経
常
状
態
、
資
本
構
造
や
の
要
案
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
が
、

争
い
は
乙
の
率
で
は
な
く
、
料
金
基
慌
の
方
に
多
く
集
中
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
は
、
料
金
基
礎
に
つ
い
て
は
会
計
側
白
露
骨
な
不
正
行
為
(
特
に
資



庄
の
水
増
し
一
評
何
)
が
可
抱
で
あ
っ
た
の
に
く
ら
べ
て
、
公
正
報
酬
串
は

そ
う
自
由
に
抗
作
で
き
な
か
っ
士
か
ら
で
あ
ろ
う
ロ

料
金
水
準
は
、
以
上
の
よ
う
な
諸
顎
円
を
合
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
料
金
水
準
は
、

各
精
の
梢
資
先
別
給
付
に
割
当
て
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
り
予
想
消
費
盆

に
よ
り
各
消
費
先
別
の
郎
位
料
金
が
決
め
ら
れ
る
。
ひ
と
た
び
各
種
の
消

費
先
別
単
位
料
金
が
決
め
ら
れ
る
と
、
前
述
の
よ
う
な
計
算
手
続
(
料
金

水
準
の
計
算
か
ら
始
ま
り
、
各
種
単
位
料
金
の
決
定
に
い
た
る
ま
で
の
計

算
手
続
〉
は
、
単
位
料
金
改
訂
ご
主
に
常
に
必
す
し
も
行
な
わ
れ
て
き
た

わ
け
で
は
な
い
。
時
に
は
、
統
制
委
員
会
と
会
社
之
の
話
合
い
に
よ
り
、

前
述
の
計
揖
手
続
を
経
な
い
で
値
下
げ
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

川

W
制
野
日
間
引
「
公
蔵
事
業
料
金
の
決
定
版
則
」
公
益
事
業
研
究
館

一
一
巻
第
一
号
二
八

i
二
九
瓦
。

川

W

』
ピ
ou身
、
H
J与
N
S
S
E
N
H
L
F
e
z
s
E
N
h
~
-
h
c
Q
一
号
一
句
E
m
室内

ぬ
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よ
れ
ば
、
資
産
総
却
に
対
す
る
制
定
資
産
の
比
率

は
、
一
九
二
}
一
年
二
月
三
十
一
日
山
在
で
、
J
F
正
目
件
冨
己
5
2

の
自
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一
九
二

0
年
代
の
特
徴

A

会
副
実
務
の
恐
意
性

統
制
委
員
会
と
会
社
側
と
の
争
点
は
、
前
述
の
よ
う
に
お
も
に
料
金
基

礎
の
許
価
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
が
、
二

0
年
代
り
初
期
〈
第
一
次
大
戦

甫
後
)
を
す
ぎ
る
之
、
裁
判
所
の
判
決
は
、
料
金
基
礎
の
詐
仰
の
基
準
と

し
て
復
成
原
価
出
。
官
E
R
E
-
n
o
E
I
時
価
を
採
用
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
二

0
年
代
に
お
け
る
物
価
り
一
両
水
準
を
反
映
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
他
方
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
復
成
原
価
H
H
時
価
を
係
用
し

た
こ
、
と
は
、
突
は
恋
意
的
な
詐
価
の
仕
方
を
許
L
た
も
の
で
あ
っ
た
。
巨

大
な
固
定
設
備
は
、
市
場
性
を
有
し
な
い
た
め
、
そ
の
評
価
額
の
根
拠
と

な
る
べ
き
評
価
基
準
や
T
統
等
は
、
最
後
に
は
評
価
人
の
能
刈
や
判
断
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
事
実
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ

の
よ
う
な
い
わ
ば
主
観
的
な
-
評
価
の
欠
陥
は
、
一
評
価
人
が
弘
な
る
た
び
に

〉

評
価
額
が
大
き
く
変
わ
る
こ
〉
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
か
か
る
固
定
設
備
の
詐
価
に
閲
す
る
他
。
事
実
と
し
て
、
一
九

-
一
一
一
午
に
鉄
道
お
よ
び
公
益
事
業
委
員
会
全
同
協
会
(
出
〉
一
同
町
口
一
一

は
、
廃
禁
法
を
含
む
紘
一
会
計
規
定
を
発
表
し
た
が
、
財
務
会
計
の
面
で

第
九
心
巻

ノ1
4二

/、

)L 

都
凶
ロ
ワ



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
公
前
事
業
の
粁
全
形
成
の
一
過
程

ζ

の
よ
う
に

J

凶
出
来
法
を
認
め
た
こ
と
は
、
任
怠
償
却
を
前
し
た
之
同
伴
ほ
の

意
味
を
も
つ
も
の
で
、
会
社
側
の
強
い
支
持
を
得
た
U

(

廃
来
訟
は
、
資

産
を
廃
楽
し
た
時
に
、
当
該
資
産
価
額
を
一
時
に
掛
川
と
す
る
方
法
で
あ

る
。
廃
来
の
時
期
は
経
営
者
の
都
合
で
左
右
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
こ
の

世
用
の
負
担
を
各
期

ι平
均
化
さ
せ
る
主
い
う
名
U
で
、
減
価
脱
却
引
当

金
と
内
容
的
に
は
同
じ
で
あ
る
廃
棄
損
引
当
金
制
定
が
設
け
ら
れ
る
場
合

に
は
、
そ
の
各
明
白
計
上
額
が
全
〈
怒
怠
的
で
あ
っ
丈
の
で
、
減
師
償
却

法
に
比
し
て
こ
の
廃
来
法
は
利
益
倣
作
自
一
つ
の
手
段
と
も
な
り
え
た
の

で
あ
る
)

さ
ら
に
、
料
金
基
礎
(
資
応
評
価
額
)
の
評
価
基
準
と
し
て
復
成
原
何

1
時
価
を
採
用
し
た
場
合
、
そ
の
評
師
治
ま
で
簿
価
を
引
上
げ
、
そ
れ
に

基
い
て
減
価
的
却
裂
を
計
上
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
料
金
某
礎
か
ら
の

減
価
は
観
察
可
能
減
価
(
こ
れ
は
経
済
的
制
価
を
告
ま
な
レ
物
理
的
減
価

の
み
を
意
味
す
る
〕
の
み
し
か
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ

り
場
合
に
は
料
品
凱
茶
援
は
必
然
的
に
水
明
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

恐
意
的
な
会
計
実
務
を
ひ
ら
い
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
が
、
以
上
に
述

べ
た
以
外
の
お
も
な
も
の
と
し
て
は
、
な
お
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
り
が
あ
げ

ら
れ
る
ロ

ニ
0
年
代
に
、
あ
い
つ
い
で
行
な
わ
れ
た
会
社
合
併
に
さ
い
し
、
灯
泌

を
期
待
し
た
公
諸
事
業
括
起
人
の
あ
い
だ
で
、
固
定
資
産
を
不
当
に
水
嶋

し
て
一
井
価
し
、
そ
れ
に
基
い
て
合
併
後
の
会
社
の
株
式
が
犯
行
さ
れ
た
。

こ
の
場
合
、
発
起
人
(
経
営
昌
)
は
単
な
る
択
と
の
害
計
一
か
え
と
い
う
手

第
九
円
〉
巻

純
一
凹
円
J

七

コ

ノ1、/、

続
を
採
り
、
そ
れ
に
よ
り
水
捕
し
さ
れ
た
一
評
師
額
に
基
き
発
行
さ
れ
る
株

式
を
、
出
場
に
売
り
山
す
こ
と
に
よ
り
莫
大
な
利
益
を
干
に
入
れ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
方
法
は
取
得
原
価
を
基
準
と
す
る

詐
何
法
で
あ
る
と
し
て
、
当
時
り
会
計
士
た
ち
に
称
讃
さ
れ
た
と
さ
え
い

わ
れ
て
い
如
。

あ
き
ら
か
に
不
正
と
考
え
ら
れ
る
実
務
左
し
丸
、
本
来
資
本
的
支
出
で

あ
る
も
の
を
営
業
費
に
計
上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
料
品
市
引
卜
げ
を
証
期
L
‘

そ
の
後
固
定
資
産
の
評
価
の
さ
い
に
は
、
実
地
一
市
価
主
義
に
よ
り
ぞ
り
過

少
部
分
の
簿
価
を
引
上
げ
て
料
金
装
備
に
加
え
た
り
、
こ
れ
主
主
っ
た
く

逆
に
、
収
益
的
支
山
(
常
業
費
予
〉
を
資
木
的
支
出
と
し
て
資
芦
凶
定
に

計
上
す
る
こ
と
に
よ
り
利
益
を
過
大
に
訂
上

L
、
こ
の
己
と
に
よ
り
持
株

会
社
に
対
す
る
配
当
支
払
を
増
加
せ
し
め
、
同
時
に
擬
制
的
に
料
金
基
礎

を
つ
く
り
だ
す
よ
う
な
場
合
も
あ
っ
た
じ
言
た
、
償
却
資
産
の
取
持
費
を

山
賀
川
と
し
て
回
収
し
て
い
な
が
ら
、
別
に
減
価
償
却
引
当
金
則
定
を
設
定

し
、
取
住
ま
で
に
当
諸
固
定
資
虐
へ
の
投
下
資
本
を
二
重
に
回
収
す
る
よ

う
な
こ
と
も
行
な
わ
れ
て
い
た

u

公
益
事
業
持
株
会
社

公
益
事
業
統
制
委
員
失
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二

O
一
年
代
の
公
益

事
業
白
恋
意
的
実
務
は
以
上
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
当
時
に
お
け
る

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
場
合
登
場
す
る
公
益
事
業
持
株

会
社
に
つ
い
℃
さ
ら
に
た
ち
入
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
元
来
、
ァ

R 



メ
リ
カ
の
公
益
事
業
に
お
け
る
持
株
会
社
の
成
立
は
一
八
七

C
年
代
か
ら

始
ま
る
凶
、
そ
れ
が
没
も
多
く
成
立
す
る
の
は
一
九
二

O
一
年
代
で
あ
釦
u

し
た
が
っ
て
、
持
株
会
祉
の
影
山
静
は
、
二

O
午
代
に
も
っ
と
も
大
き
い
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
じ

持
株
会
社

ιは
、
財
貨
や
川
役
の
生
産
や
分
配
に
荷
接
た
ず
さ
わ
る
こ

と
な
く
、
事
業
会
社
の
株
式
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
企
業
を
管
理

す
る
会
社
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
益
事
業
統
制
委
員
会
は
こ
れ
ら
の

持
株
会
社
を
統
制
の
対
象
と
す
る
こ

k
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

公
益
事
業
会
社
自
身
が
若
干
の
州
で
か
な
り
般
格
な
統
制
を
受
け
た
場
合

で
も
、
公
益
事
業
持
株
会
社
の
宥
在
の
た
め
、
料
金
形
成
問
題
平
会
計
処

理
由
商
で
の
統
制
を
は
と
ん
ど
骨
抜
き
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
公
益
事
業
会
社
の
悉
意
的
な
会
計
実
務
を
ま
す
ま

す
怒
意
向
に
し
、
ひ
い
て
投
資
大
衆
に
投
機
熱
を
あ
ふ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

持
株
人
八
社
組
織
の
最
も
複
雑
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
ア
ソ
ジ
ェ

l
テ
ッ

ド
ガ
ス
恒
気
会
社
は
、
事
業
会
社
と
最
高
段
階
の
持
株
会
社
と
の
間
に
六

段
階
も
の
中
間
持
株
会
社
を
も
っ
て
い
た
u

し
か
も
、
中
聞
の
持
株
公
社

は
一
組
の
帳
簿
と
一
つ
の
金
車
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
あ
る
い
は
関
係
会

社
の
相
互
間
で
株
式
。
持
合
い
を
し
た
り
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
も
し
経

営
成
績
が
悪
牝
す
る
き
ざ
し
が
み
え
た
ら
、
関
係
会
社
に
財
産
主
一
一
品
価
格

で
売
却
す
る
と
と
に
よ
り
み
せ
か
け
の
経
営
成
演
す
艮
好
な
状
態
に
維
持

す
る
と
い
う
」
う
な
こ
と
さ
え
行
な
わ
れ
た
@
し
か
も
と
め
よ
う
な
こ
と

は
、
中
間
段
階
の
持
株
会
社
の
問
で
あ
れ
ば
中
な
る
紙
上
取
引
t
L
亡
行

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
公
仏
仕
事
業
の
料
金
市
成
の
一
過
程

な
わ
れ
る
こ
と
が
吋
能
な
の
で
あ
る
か
ら
、
帳
簿
記
録
の
書
替
え
に
よ
っ

て
簡
単
に
実
現
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
時
立
に

応
じ
て
こ
れ
ら
の
会
社
白
証
券
が
発
行
さ
わ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
持
株
会
社
の
前
券
は
、
利
淵
追
求
に
熱
狂
す
る
投
資
家
大
衆
に
よ
っ
て

懸
命
に
民
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

h
o
一
九
二
九
年
大
恐
慌
へ
の
行
進
は
、

一
つ
に
は
こ
の
よ
う
に
し
て
促
進
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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公
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あ
と
述
べ
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い
る
が
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こ
の
点
は
追
加
投
資
の
継

続
と
短
期
的
な
問
閣
と
し
て
考
え
る
と
い
う
条
件
が
必
要
で
あ
ろ
う

u

も
ち
ろ
ん
当
時
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ア
メ
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カ
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は
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条
件
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存
在
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い
た
。
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
公
議
事
業
の
料
金
品
川
成
の
一
過
程

一
九
三

O
年

例

目

t
d
C
2
5
5一
竹
中
訳

参
附

ω

一
一
科
代

別
掲
書
下
二
凹
九
二
五
一
頁

一
九
三

0
年
代
以
後
の
規
制
強
化

A

ニュ

l
デ
ィ
!
ル
に
よ
る
統
制

一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
は
、
投
機
熱
に
の
ぼ
せ
て
い
た
公
議
事
業
の
無

数
の
投
資
家
の
貯
蓄
を
払
拭
し
た
。
そ
の
た
め
こ
れ
ら
の
大
衆
投
資
家
は
、

こ
う
し
た
慾
意
的
な
実
務
に
非
難
を
集
中
し
た
の
で
、
公
諸
事
業
対
策
は

一
つ
の
、
ォ
要
な
政
治
問
題
と
な
ョ
た
。

不
況
白
中
で
、
ル
ズ
ベ
ル
ー
は
ユ
ュ

1
デ
ィ

i
ル
政
策
を
実
施
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
公
益
事
業
対
拍
車
が
連
邦
統
制
の
強
化
を
通
じ
て
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
企
業
が
ほ
と
ん
ど
州
際
取
引
を
行
っ
て
い
た
た
め

統
制
の
内
容
が
連
邦
統
制
え
と
転
化
L
た
か
ら
で
あ
る
が
、
連
邦
政
附
が

新
政
策
り
も
し
し
に
強
化
さ
れ
た
か
ら
で
も
あ
る
。

三
0
年
代
に
あ
ら
わ
れ
る
統
制
委
員
会
の
強
化
は
以
下
の
よ
う
に
す
す

め
ら
れ
た
。
主
ず
三

O
年
に
は
、
連
邦
統
制
委
員
会
の
一
つ
で
あ
っ
た
述

邦
動
力
委
員
会
(
司
句
円
)
が
再
編
成
さ
れ
強
化
さ
れ
た
。
ニ
ュ

I
ず

ィ
ル
開
始
の
一
三
ニ
年
に
は
、
同
委
員
長
が
更
迭
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に
は

ル
ズ
ベ
ル
ト
の
信
任
の
厚
い
人
物
が
あ
て
ら
れ
た
。
翌
年
に
は
、
証
券

取
引
委
員
会
前
!
同
円
〕
の
ほ
か
、
連
邦
通
信
香
員
会
(
司
ロ
門
)
も

設
斗
さ
れ
、
二

0
年
代
に
比
較
す
る
し
に
連
邦
統
制
委
員
会
の
整
備
は
礁
か

第
九
O
巻

フ1
0 

第
山
口
ヴ

七

に
向
上
を
一
軍
す
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
強
化
し
た
の
が
、
立
法

拍
置
と
し
て
k
ら
れ
士
一
九
三
五
年
の
公
益
事
業
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
第

一
部
公
益
事
業
持
株
会
社
法
之
第
二
部
連
邦
動
力
法
よ
り
成
る
も
の
で
あ

り
、
ま
た
凹
開
門
と
町
司
円
に
対
し
よ
り
強
力
な
権
限
を
与
え
た
ロ

一
九
三
八
年
の
天
然
ガ
月
法
は
、
同
司
円
に
対
し
天
然
ガ
マ
ハ
に
関
す
る

権
限
を
強
め
た
。
か
く
し
て
、
立
法
主
人
事
更
迭
に
上
り
連
邦
統
制
の
種

々
の
委
員
会
は
、
よ
り
積
板
的
に
統
制
を
行
う
段
階
に
入
っ
た
の
で
あ
っ

た。
統
制
の
内
容
と
し
て
は
、
三
四
年
に
設
立
さ
れ
た
印
刷
ロ
は
、
州
際

取
引
さ
れ
る
有
価
証
券
を
発
行
す
る
す
べ
て
の
会
社
な
ら
び
に
証
券
取
引

所
上
場
会
社
に
、
鷲
録
と
財
務
諸
表
の
提
出
を
命
じ
た
。
ま
た
、
一
九
一
一

五
年
の
公
祐
事
業
法
第
一
部
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
公
益
事
業
停
株

全
社
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
撤
底
的
に
財
務
統
制
を
規
定
し
た
も
の
で
、

そ
の
も
と
に
委
員
会
に
♀
え
ら
れ
た
権
限
出
、
持
株
会
社
ー
と
従
属
会
祉
の

証
券
発
行
の
認
4
(無
額
面
株
、
非
議
決
権
株
、
優
先
林
、
無
補
償
社
債

は
、
委
員
会
か
例
外
と
し
て
認
め
る
以
外
は
禁
止
)
、
従
属
会
社
所
有
の

株
券
お
よ
び
資
産
の
獲
得
白
認
可
、
持
株
会
社
椛
造
の
調
査
と
ピ
ラ
ミ
ァ

ド
組
織
の
単
純
化
の
要
求
、
組
織
内
取
引
の
管
理
、
期
間
報
告
の
要
求
た

ら
び
に
財
務
諸
表
に
つ
い
て
の
規
則
の
制
定
等
で
あ
っ
た
。

な
か
で
も
、
同
法
第
十
一
条
の
消
滅
宣
告
ロ

E
F
r
E
3
2
は
そ

の
中
核
を
な
す
も
の
と
い
え
る
で
あ
白
う
。
こ
白
規
定
に
よ
っ
て
持
株
会

社
の
組
織
お
よ
び
財
政
の
単
純
化
が
実
施
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
必
ず
し



も
完
全
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
主
い
う
の
は
、
二
段
階
ま
で
の
持
株
会

社
は
存
置
を
一
認
め
ら
れ
た
の
で
(
こ
れ
で
も
き
わ
め
て
苛
酷
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
)
持
株
会
社
そ
の
も
の
に
つ
い
て
白
ま
っ
た
く
の
解
体
で

s
 

は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

P

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
こ
、
と
か
ら
持
株
会
社
に
対
す
る
規
制
を
中

心
と
し
て
連
邦
統
制
か
強
化
さ
れ
た
k
い
う
こ
と
は
結
論
し
う
る
で
あ
ろ

う
ψ

B

料
金
形
成
内
容
。
転
換

統
制
に
関
L
て
、
こ
こ
で
さ
ら
に
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
会
計
の
側
面
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
白
は
、

一
九
三
六
年
の
明
司
円
虹
よ
び
そ
れ
を
承
認
し
た
出
〉
同

d

h
の

統
一
勘
定
規
定
で
あ
る
ロ
一
九
二
二
年
に
出
〉
出
口
-
ロ
が
固
定
資
産

の
会
計
上
の
処
理
法
と
し
て
廃
禁
法
を
認
め
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

と
こ
る
が
、
こ
の
方
法
が
二

0
年
代
の
会
計
濫
用
。
一
原
因
で
あ
っ
た
た

め
に
、
一
二
六
年
に
は
改
め
ら
れ
、
固
定
資
産
に
は
減
価
償
却
法
が
採
ら
れ

る
よ
う
に
な
4

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
三
六
年
目
統
一
勘
定
規
定
は
、

原
拍
原
価
(
普
通
に
取
得
原
価
と
い
え
ば
、
該
企
業
が
取
得
時
に
支
払
う

価
額
を
意
味
ナ
る
が
、
乙
こ
で
い
う
原
始
原
価
、
と
は
、
公
益
事
業
で
あ
れ

ば
そ
の
い
ず
れ
か
の
公
続
事
業
に
お
い
て
当
該
資
産
が
最
初
に
取
得
さ
れ

た
時
の
価
額
を
意
味
す
る
)
と
い
う
概
念
を
導
入
し
、
固
定
資
産
の
帳
簿

上
の
移
動
に
よ
る
増
怖
を
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
、
資
産
の
水
増
し
と
い

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
公
益
事
業
の
料
金
形
成
の
一
過
程

う
不
正
手
段
を
除
去
し
、
そ
し
て
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
料
金
基
礎
の
碓
定

を
容
易
に
し
た
。
ま
た
こ
う
し
た
点
か
ら
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で
主
張
さ
れ

始
め
て
い
た
原
価
主
義
が
一
許
価
基
準
と
し
て
公
益
事
業
会
計
え
も
↓
応
一
訴

人
さ
れ
る
に
至
っ

ιと
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
料
金
白
決
定
に
関
す
る
最
終
的
な
結
論
は
捗
判
所
の
判
決

に
ま
十
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
之
に
関
し
て
は
、
統
制
委

員
会
の
料
金
基
噴
評
価
(
資
産
評
価
)
に
闘
す
る
原
価
主
義
を
裁
判
所
が

承
認
し
た
か
否
か
と
い
う
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
三

0
年
代
を
い
か
に
み

る
か
と
い
う
重
要
な
問
題
が
存
在
し
な
い
で
は
な
レ
が
、
実
は
こ
の
点
に

関
す
る
裁
判
所
の
統
一
的
な
見
解
と
い
う
も
の
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

四
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
裁
判
所
は
あ
き
ら
か
に
原
価
主
義
を
採

用
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
諸
判
決
の
内
容
は
、
必
ず
じ

も
統
制
委
員
会
の
土
張
を
承
認
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
統
制
委
員
会
の
料

金
決
定
型
論
(
こ
と
に
原
価
主
義
の
主
張
)
は
、
と
も
か
く
と
し
て
、
会
社

。
収
益
と
費
用
の
ι拝
観
と
し
で
の
報
酬
が
、
妥
当
な
街
だ
け
得
ら
れ
て
い

る
か
否
か
と
い
う
鮎
呆
に
重
点
を
お
い
て
い
た
」
う
に
考
え
ら
れ
る
。

三
0
年
代
全
体
を
通
じ
て
の
規
制
強
化
の
波
に
の
る
統
制
委
員
会
の
料

金
引
下
命
令
は
、
二
六
年
以
後
原
価
主
義
に
よ
る
か
、
あ
る
い
は
会
社
主

の
話
し
合
い
に
よ
る
自
主
的
値
下
げ
と
い
う
形
で
実
施
さ
れ
た
が
、
裁
判

所
は
会
社
側
の
提
訴
が
あ
っ
士
場
合
に
も
、
必
ず
し
も
統
制
委
員
会
の
主

張
す
る
論
理
主
認
め
た
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
結
果
的
に
は
、
原
側
主

第
九
む
巻

第
四
日
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フ
メ
り
カ
に
お
け
る
丑
認
事
業
の
料
金
形
成
の
一
週
む

議
基
準
を
主
張
す
る
統
制
委
員
会
の
命
令
を
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
支
持
し
て

き
た
。
そ
し
亡
、
こ
の
原
価
主
義
に
よ
る
、
と
い
う
点
は
、
一
二

0
年
代
の
前

半
に
お
い
て
は
会
社
側
、
統
制
委
員
会
側
お
よ
び
裁
判
所
の
三
者
が
一
致

L
た
点
で
も
あ
っ
た

D

と
い
う
り
は
、
当
時
。
物
価
水
準
が
二

0
年
代
に

〈
ら
べ
て
低
か
っ
た
た
め
に
、
所
有
ず
る
同
定
設
備
の
調
達
期
が
ほ
と
ん

ど
二

0
年
代
で
あ
っ
た
人
一
五
社
側
に
と
っ
て
は
、
時
価
よ
り
も
原
価
の
ほ
う

が
有
利
で
あ
っ
た
の
で
、
会
社
側
も
こ
れ
か
認
め
て
争
わ
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
原
価
主
義
は
む
し
ろ
三

0
年
代
後
半
に
お
い
て
統
制
委

員
会
が
強
調
し
は
じ
め
、
凹

O
牛
代
に
は
法
廷
が
最
認
ず
る
に
至
る
の
で

あ
る
。
第
一
閣
に
、
料
金
法
礎
町
一
評
価
の
資
料
と
し
て
電
力
会
社
の
建
設

費
指
数
を
図
示
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
凶
苦
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、

三
0
年
代
後
半
か
ら
は
、
二

0
年
代
、
之
ほ
E
ん
E
同
水
準
も
し
く
は
そ
れ

以
上
と
な
り
、
四

C
年
代
に
入
る
と
、
別
の
十
八
種
目
建
設
費
指
数
を
み
て

も
全
部
二

0
年
代
が
越
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
事
実

は
、
三

0
年
代
後
半
で
は
原
価
主
義
の
採
川
が
会
社
側
に
と
う
て
決
し
て

有
利
で
は
な
い
と
と
、
む
し
ろ
不
利
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
市
す
も
の
で
あ
る
。

ポ
ァ
と
ゴ
ル
ド
は
、
原
価
主
義
を
採
る
こ
と
に
よ
り
「
委
員
会
の

仕
事
は
、
料
金
決
定
に
復
成
原
価
某
棋
と
い
う
い
わ
ゆ
る
法
的
手
続
や
効

同
市
の
あ
が
ら
な
い
結
果
D
た
め
に
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ー
ζ

時
間
を
浪
費
せ

ず
に
、
公
共
の
必
要
と
目
的
な
ら
び
に
そ
り
利
益
白
実
批
の
た
め
、
適
当

な
準
備
に
専
山
」
で
き
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
白
こ
と
は
確
か
に
統
制

委
員
会
側
に
は
い
え
る
に
し
て
も
、
会
社
側
に
も
同
じ
よ
う
に
い
え
る
と

建設時〈屯力会引〕指数 1939=100第回
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ひ
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は
思
え
な
い
。
乙
の
問
題
に
つ
い
て
、
メ
イ
は
「
陣
何
主
義
を
正
当
と
認

め
る
根
拠
は
、
お
そ
ら
く
原
価
主
義
そ
れ
白
身
の
抽
象
的
長
所
に
よ
る
よ

り
も
、
む
し
ろ
評
価
に
関
し
て
提
案
さ
れ
た
ど
の
方
法
に
も
内
在
的
欠
陥

〈
国
)

が
あ
る
」
か
ら
だ
と
い
っ
て
い
る

G

し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
い
う
だ
け
で
は
、
会
社
側
の

不
利
を
押
し
き
っ
て
‘
な
ぜ
ニ

C
年
代
の
時
制
(
復
成
版
何
)
王
義
か
ら

一一
0
年
代
後
半
か
ら
の
原
側
主
義
(
一
一
一

0
年
代
の
ア
メ
り
カ
会
計
原
則
の

成
立
過
制
に
一
応
一
致
し
て
い
る
)
に
転
化
し
て
き
た
か
を
理
解
す
る
に

は
も
ち
ろ
ん
な
お
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
事
実
に
つ
い
て
み
る
と
、
統
制
委

員
会
は
、
三
六
且
に
凪
始
原
価
と
減
価
償
却
法
(
定
額
法
)
お
よ
び
原
価

差
引
減
価
(
陳
腐
化
を
含
む
)
に
よ
る
料
金
基
礎
の
決
定
と
い

5
一
般
に

認
め
ら
れ
た
会
汁
原
則
を
、
公
益
事
業
の
実
務
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
努

ハ
U
〉

め
た
の
で
あ
り
、
阿

0
年
代
に
な
る
と
裁
判
所
も
こ
れ
を
鼠
認
す
る
よ
う

に
な
っ
た
、
こ
の
よ
う
な
変
化
白
基
雌
お
よ
び
か
か
る
変
化
に
対
す
る
許

制
と
し
て
は
、
前
述
の
説
明
は
ま
っ
た
く
技
術
的
な
い
し
現
象
的
な
も
の

に
す
ぎ
な
い
も
の
で
、
事
実
ま
た
こ
う
し
た
批
判
は
と
う
て
い
主
ぬ
が
れ

な
い
で
あ
ろ
う
。

公
益
事
業
に
の
み
視
野
宮
限
定
す
れ
ば
、
上
述
の
よ
う
な
変
化
の
過
程

は
、
少
な
く
ー
と
も
技
術
的
に
は
近
代
会
計
理
論
(
動
態
論
)
の
主
張
す
る

原
価
主
義
の
適
用
が
成
功
し
た
と
一
川
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
統
制
委
員

会
も
会
計
原
川
の
骨
子
を
な
寸
原
価
主
義
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会

計
制
度
の
改
善
章
一
意
図
し
、
そ
の
一
応
の
完
成
み
た
と
一
首
え
る
か
も
し
れ

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
公
益
事
業
の
料
金
形
成
の
一
過
程

な
い
。
ま
た
こ
の
限
り
で
は
v
i
l会
計
の
重
要
な
領
域
で
あ
る
評
価
分
野

に
お
い
て
、
一
応
恋
意
件
を
排
除
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
|
|
投
資
家
、

企
業
お
よ
び
公
共
(
消
費
者
)
の
利
害
白
調
節
が
、
公
平
に
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
結
論
が
引
き
出
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

は
た
し
て
そ
う
で
あ
る
が
。
次
節
で
は
、
さ
ら
に
以
上
り
点
に
つ
い
て
、

少
な
く
し
乙
も
ア
メ
り
カ
資
本
主
義
に
お
け
る
三
の
年
代
の
独
占
再
編
成
の

な
か
に
公
益
事
業
を
位
置
づ
け
て
、
分
析
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
υ

ω
】

門

出

O

回
げ
円
高
圧
一
号
丸
一
喝
旧
。

判

出

O

P
且
ゴ
ヨ

2HMPロ
ユ
同
開
口
吉
宮
戸
N
O
民
J
H
V
8日

川
W

A
〈

Hわ
さ
吋
司
2HO)
日
宮
町
選
可
言
。
、
、
同
刷
旬
、
V
3
3
2
R
F
司
日
目
由
』

日
目
。
浅
尼
幸
訳
一
凹
ニ
頁
に
は
、
実
際
に
最
高
持
株
会
社
町
解
体

は
、
ー
一
一
正
ー
も
後
の
一
九
四
七
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
た
め
、
そ
れ
ま

で
に
公
益
事
業
会
祉
の
多
く
は
持
株
会
社
の
株
主
に
か
れ
ら
む
株
式

の
贈
与
あ
る
い
は
完
却
に
よ
り
剥
奪
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
従
完

全
体
を
支
配
し
て
い
た
集
団
は
自
動
的
に
そ
れ
ぞ
れ
白
重
要
な
個
別

会
社
の
支
配
合
ひ
き
つ
い
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

川

W
C
E
m
E己
円
。
丘
公
益
事
業
に
軒
有
の
用
語
で
あ
る
。
こ
れ
に
関

す
る
研
究
し
乙
し
て
は
、
西
川
義
朗
「
公
益
企
業
会
計
に
お
け
る
オ
リ

P

ナ
ル
・
コ
入
ト
設
定
の
意
義
」
ぺ
一
円
引
昭
和
二
六
年
一
一
月
号
が

あ
る
。

ゆ
口
白
山
己
主
}
主
丘
、
司
ま

川

判

町

E

2
巳

H
U
3
4
4
2
h
o
E
日
5
2ロ
ぐ

Z
E
E
P
-
c
g
H
V
H
]百
戸
ヨ

円
。
(
口
印

ω日
唱
の
汁
日
戸
内

P
H
H
A
F
M
由
お
〕
お
よ
び
司
Oペ
】
司
己
吻
o
g
2

第
九

O
巻

九

第
四
号

じ
1l 



フ
メ
り
カ
に
お
付
る
公
益
事
業
の
料
金
形
成
の
一
羽
紅

円
。
日
戸
2
5ロ
A
F
J

出
。
唱
。
u
l
「旦ロ】
E
-
n
E
円
。
(
司
印
印
口
同
】
♀

H
p
p
u
-

巴
主
)
に
よ
り
原
価
主
義
が
確
立
さ
れ
た
。

mw
叶
官
同

E
S
Q
5
R
ヘA
N
喜

Q
s
a
p
円
匂
日
同
日
戸
町
出
町
参
照
。

M
W

叶

~
z
h
E君
事
前
へ
と
主
主
R
子
区
間
同
i
四
円
司
ち
白
色
∞
こ
の
内
訳

は
、
制
定
建
設
整
指
数
が
八
種
類
、
建
設
材
卸
売
指
数
が
八
種
類
、

公
疏
事
業
建
設
品
質
指
数
が
一
種
矧
で
合
計
十
九
種
制
別
で
あ
る
。

川
開
]
目
。
ロ

O
H
F
H
E
出
口
。

E
、
N
P
民
-
H
V

仏
国

酬

の

C

]

F

H

U
ェ
N
b
N
h

】

M
U

∞∞

何

回

口

E
E
E
P
M官
H
U
へ
き
え

h
R
主
主
主
h
c
h
均
丘
町
虫
色

~
J
8
2

円
C

訟

s
a
g
o
w
p
一
戸
田
町
戸
町
甲
田

四

評
価
基
準
転
換
の
弘
実
的
意
義

料
金
基
礎
の
評
価
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
ま

f
物
価
事
情
に
つ
い
て

の
分
析
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
で
に
斜
一
凶
に
よ
り
、
電
力
会

社
の
建
設
設
指
数
を
示
し
て
お
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
十
八
稲
の
建
設
費

指
数
を
み
る
と
、
一
九
三
一
年
を
最
低
と
し
、
一
九
三
七
年
に
は
十
一
種

の
指
数
は
す
で
に
二

0
年
代
の
高
水
準
に
復
帰
し
て
い
た
。
三

0
年
代
後

半
か
ら
凶
0
年
代
初
期
ま
で
の
傾
向
は
、
ほ
ほ
ゆ
る
や
か
な
土
井
を
一
市
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
み
れ
ぽ
、
企
業
と
し
て
は
一
ニ

0
年
代
後
半
の
原

価
主
義
採
矧
に
対
し
て
、
三

0
年
代
前
半
に
お
け
る
よ
ラ
な
積
極
性
乞
一
市

す
坦
由
は
な
い
が
、
同
時
に
ま
た
、
一
一

0
年
代
の
恋
志
的
実
務
自
再
現
を

叩
ず
み
な
い
限
り
、
第
一
に
、
原
価
主
義
時
制
主
義
に
よ
る
差
異
が
三
ひ

第
九

O
巻

第
山
口
乃

一
九
四

士二
〆、

年
代
後
半
初
期
に
は
さ
し
て
大
き
く
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
原
価

主
義
が
不
利
な
条
件
を
も
た
ら
し
た
場
合
で
も
、
需
要
の
増
大
は
後
に

み
る
ご
と
く
急
激
で
あ
る
か
ら
、
単
位
料
金
が
碓
定
し
て
お
り
、
そ
の
改

訂
(
単
位
料
金
の
切
下
げ
を
意
味
す
る
)
が
、
か
な
り
の
期
間
行
な
わ
れ

な
い
場
合
に
は
、
比
較
的
短
期
間
に
有
利
な
事
態
に
転
化
し
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
第
一
二
L
、
当
時
の
統
制
強
化
の
問
削
に
公
然
と
反
抗
す
る
こ

、
と
は
、
企
業
の
消
費
者
大
衆
へ
の
影
響
を
考
え
た
場
合
、
政
抗
的
に
好
ま

し
い
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
等
の
諸
点
よ
り
し
て
、
積
極
的
に
こ

れ
を
排
撃
す
る
必
要
性
も
そ
れ
ほ
ど
大
ふ
す
¥
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
企
業
に
と
っ
て
は
凹

0
年
代
の
初
期
に
い
た
る
原
価
主
義

成
立
則
。
影
響
は
、
料
金
基
般
の
評
価
に
最
初
は
そ
れ
ほ
ど
ち
が
い
を
一
目

さ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
叉
、
年
が
た
つ
に
つ
れ
て
一
評
価
の
ち
が
い
が
大

き
く
な
っ
た
場
合
ぜ
も
、
需
要
の
増
大
と
却
位
料
金
の
固
定
化
の
た
め
に
、

原
理
的
に
は
企
業
に
と
っ
て
不
利
で
あ
っ
た
胤
価
主
義
も
、
実
際
上
は
そ

れ
ほ
ど
大
を
な
痛
手
E
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
こ
の
聞
の
資
本
報
酬

額
(
税
引
利
潤
)
は
、
第
一
表
に
一
耳
す
と
お
り
、
漸
増
傾
向
を
示
し
て
は

い
る
が
、
大
き
な
変
化
は
示
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
ま
た
前

述
の
事
実
の
証
明
と
な
ろ
う
。
ま
た
乙
の
よ
う

rみ
て
く
る
と
、
統
制
委

員
全
が
統
制
強
化
の
中
で
打
ち
出
し
た
原
怖
主
義
は
、
会
社
側
に
と
っ
て

み
れ
ば
実
際
上
は
本
質
的
な
痛
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
統
制

委
員
会
の
命
令
に
忠
実
で
ゐ
り
、
公
正
な
会
計
原
則
に
合
致
し
た
財
務
諸

表
や
料
金
決
定
手
続
を
採
用
し
て
い
る
唱
と
い
う
ア
ッ
ピ
ー
ル
を
行
〉
つ
こ
と
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に
よ
り
、
消
費
者
平
投
資
家
に
対
L
会
社
の

信
用
を
増
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ

一
石
二
鳥
の
成
呆
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

分
析
を
料
金
水
準
か
ら
各
積
料
金
す
た
わ

ち
差
別
料
金
に
移
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
公

説
事
業
と
η

て
の
エ
ネ
ル
ギ
消
費
者
と
の
関

係
が
あ
き
ら
か
に
き
れ
る
。

一
般
に
差
別
価
格
に
つ
レ
て
は
次
の
よ
う

な
王
振
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
差

別
価
格
は
弾
力
性
の
強
い
需
要
を
最
大
限
に

獲
得
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
る
。
し
か
も
と

れ
は
、
井
弾
力
的
消
費
者
二
地
消
費
者
)
に
決
し
て
担
容
を
与
え
る
も
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ
彼
ら
L
Lと
っ
て
も
有
利
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
単
一
価

指
で
は
需
憂
が
増
え
な
い
場
合
で
も
、
安
い
価
格
で
新
し
い
需
要
が
創
造

で
き
る
な
ら
、
そ
れ
に
よ
り
非
弾
力
的
消
費
高
が
問
中
一
価
格
の
場
合
に
全

額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
回
定
費
の
一
部
を
、
新
し
い
需
要
者
(
差

別
価
格
で
創
造
さ
れ
た
〉
に
負
担
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
ω

こ
の
よ
う
な
差
別
価
格
が
成
立
す
る
条
件
と
し
亡
は
、
日
独
占
、
伺
給

刊
の
非
移
転
社
、
伺
需
要
の
区
分
の
可
能
な
こ
と
、
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ

し
て
こ
れ
に
も
っ
と
も
適
し
た
事
業
の
一
つ
が
公
益
事
業
で
あ
る
。

当
の
ア
メ
リ
カ
公
益
事
業
に
お
け
る
か
か
る
差
別
価
枯
と
し
て
り
差
別

料
金
の
分
析
に
入
る
ま
え
に
、
事
実
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
第
二
表
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ア
メ
り
カ
に
お
け
る
公
益
事
業
の
料
金
曜
成
の
一
過
程

第三去電力消費率之料金支払平

I----'!宅胤 →--'男工業用
主互と玉盛正茸到仁立'%51亡区亙;
1926 I 12 31 74 59 

28 I 13 32 74 59 

1930 I 14 33 72 57 

34 I 18 37 69 54 

36 I 17 36 71 55 

出 21 3'/ 66 53 

194日 19 37 69 54 

42 I 17 34 73 56 

44 I 16 34 73 57 

46 I 20 36 69 55 
---"  一一一」

A~総梢白量に対する比率

EωJzt出ifzhTiえれも p.352 
ょう作成.

は
、
電
力
の
場
合
の
差
別
料
金
を
一
目
し
た
も
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ

る
主
住
宅
用
、
小
企
業
州
、
大
企
業
用
と
も
に
料
金
単
価
は
漸
次
低
下

し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
れ
し
ろ
特
徴
的
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
三

者
の
料
金
差
が
非
常
に
大
き
い
こ
主
で
あ
る
。
実
際
に
、
大
企
業
川
に

対
す
る
住
宅
用
の
倍
半
は
、
四
七
倍
に
も
達
し
て
い
る
年
度
が
あ
る
。

第
三
表
に
よ
れ
ば
、
電
力
の
件
宅
用
消
費
量
は
、
三

0
年
代
以
後
、

総
消
費
量
の
二
O
%
未
満
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
料
金
は
、

会
社
の
受
け
と
っ
た
料
金
総
額
l
料
金
水
惜
実
際
額
の
三
一
ニ
ー
l
一
二
七
併

に
の
ぼ
フ
て
い
る
。
他
方
、
商
コ
業
川
(
小
企
業
主
大
企
業
の
区
別
は

第
九

O
巻

1L 
/、

第
四
号

七
ノ、

な
さ
れ
て
い
な
い
)
の
消
費
量
は
、
同
じ
期
間
に
お
い
て
全
体
白
六
六
|

七
三
%
を
占
め
て
い
る
の
に
、
そ
の
料
金
支
弘
額
は
全
体
の
主
三

l
五
七

%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
問
題
の
核
心
が
き
ら
に
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
の
が
、
ガ
ス
の
場
合
で
あ
る
。
第
凹
表
に
よ
っ
て
み
る
と
、
住
宅
用
の
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こ
れ
と
同
じ
時
期
の
ア
メ
リ
カ
経
済
の
発
展
の
跡
を
み
る
と
、
第
二
図

に
示
し
た
よ
う
に
、
工
業
生
産
指
数
お
よ
び
国
民
所
得
は
二
一

0
年
代
後
半

か
ら
四

0
年
代
初
期
に
お
い
て
二

0
年
代
の
水
準
に
回
復
し
、
以
後
急
速

に
発
展
し
て
い
る
。
こ
れ
に
見

合
う
よ
う
に
、
投
資
活
動
は
三

八
年
か
ら
四
一
年
に
か
吋
て
急

上
昇
し
て
い
る
。
ぎ
た
こ
れ
と

同
じ
土
う
に
ア
メ
リ
カ
経
済
の

発
展
に
そ
の
エ
不
ル
ギ
1
供
給

部
門
と
し
て
町
役
割
を
も
っ
公

益
事
業
に
お
い
て
も
、
新
建
設

は
三
五
年
か
ら
四
年
に
か
け

て
上
昇
し
て
い
る
。
な
か
で
も

電
力
販
売
量
は
、
第
三
図
で
示

す
よ
う
に
急
激
な
増
加
を
み
せ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
考
え

る
と
、
前
述
白
差
別
価
格
肯
定

論
に
つ
い
て
は
多
く
の
疑
問
が

生
じ
て
く
る
。

差
別
何
格
肯
定
論
が
い
う
よ

う
に
、
確
か
に
低
料
金
は
新
需

ガ
ス
消
費
量
は
全
体
の
二
九
四
四
折
、
料
金
支
払
額
は
全
体
の
六
O

|

七
四
%
を
示
し
て
い
る
ω

し
か
も
工
業
に
お
い
て
は
、
消
費
量
は
四
三

l

五
九
%
、
料
金
支
払
額
は
二
一
l
i
二
六
%
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

第二回

A 工業生産指数 1935-39=100

B 国民所得半世':10憶ドル
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
公
持
事
業
の
料
金
形
成
の
一
過
程

手五力版売指駐 1回 6=100第三国

300 

200 

要
を
つ
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
限
う
で
は
、
非
加
押
刀
的
消
費
者
に

損
害
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問

題
よ
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
い
え
ば
、
事
実
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
よ
う

第
九
心
巻

第
四
苧

ノ1
0 

JL 
ノー¥

に
、
ア
メ
り
カ
資
本
主
義
は
一
ニ
0
年
代
目
後
半
か
ら
よ

5
や
〈
に

L
t
不
況
脱
出
の
手
が
か
り
を
つ
か
み
、
そ

れ
以
後
急
激
な
発
出
肢
を
と
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
公
益
事
業
の
立
場
か
ら
、
新
需
一
安
創
出
の

た
め
に
差
別
価
格
が
採
ら
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
む
し

ろ
逆
に
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
に
な
い
子
で
あ
り
、
二
九

午
恐
慌
に
よ
り
再
編
成
さ
れ
た
独
占
資
本
が
、
自
ら
の

不
況
対
策
と
経
済
的
発
展
白
た
め
に
、
公
益
事
業
に
対

L
低
料
金
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え

る
な
ら
ば
、
戸
」
こ
で
み
た
差
別
料
金
は
独
占
へ
い
百
伽
な

エ
ネ
ル
ギ
を
供
給
す
る
た
め
に
消
費
者
大
衆
か
ら
有

価
な
料
金
を
収
奪
す
る
仕
組
で
あ
る
こ

E
に
な
る
。

そ
し
て
こ
の
ぷ
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
を
拡
ろ
げ
る

な
ら
ば
、
公
益
事
業
会
社
と
し
て
も
ま
た
ア
メ
リ
カ
全

体
か
ら
み
て
も
最
大
白
人
五
社
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
百
信
電

話
会
社
や
そ
の
他
ア
メ
リ
カ
ガ
ス
電
気
会
社
等
の
有
力

な
公
益
事
業
会
社
の
か
な
り
の
部
分
話
、
t
T

ル
カ
ン
財

閥
の
支
配
下
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財

閥
も
公
益
事
業
会
祉
を
か
な
り
支
配
し
て
い
る
事
実
な

4
 

ど
か
ら
、
基
本
的
に
は
独
占
資
A
の
た
め
に
差
別
価
格
政
策
が
推
進
せ
し

め
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
ラ
。

独
占
資
本
の
立
場
か
ら
は
、
公
益
事
業
の
統
制
強
化
と
い
う
局
聞
を
最

100 

1930 1935 1940 1944 
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大
限
に
利
川
し
(
二

0
年
代
目
公
益
事
業
以
外
で
も
行
な
わ
れ
て
い
た
恋

意
的
実
務
の
責
任
を
公
議
事
業
に
転
嫁
し
、
大
衆
の
不
満
と
非
難
を
公
益

事
業
に
山
け
、
逆
に
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
さ
せ
て
、
公
益
事
業
り

利
潤
を
非
凱
制
部
門
で
あ
る
一
般
産
業
部
門
え
ま
わ
す
等
の
方
法
が
そ
れ

で
あ
る
)
、
当
時
の
戦
時
徴
税
白
干
に
お
い
て
さ
え
、
第
五
表
に
示
す
よ

う

ι税
引
一
川
処
分
利
益
を
増
大
さ
せ
得
る
と
と
が
で
き
や
の
で
あ
る
。

公
読
事
業
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
消
費
泣
の
増
大
が
急
速
で
あ
る
た
め
、

単
位
料
金
の
引
下
村
も
税
引
利
誌
を
低
下
さ
せ
る
ほ
ど
に
は
な
ら
な
か
っ

た
税込税引利潤

Q[LJfr百万ドル〉
l 公益心 1i
リ和ii6 I存立 ヲ!

569 I 169 
661 i 536 

78号 635

728 I 578 

870 I 696 

1，012 I 748 

1，171 I 733 

U70 I 701 

|… l 叩1.588 I 768 

1，571 I 738 

Basic Data 01 the American Econom予

1949， p. 203. p. 205 

第五 衰

，ノにノ

1935 3，224 2，259 

36 5，684 4，273 

37 6，197 4，68E 

38 3，329 2，289 

39 6，467 5，005 

1940 日，325 6，447 

41 17，232 日，386

4ヌ 21，098 9，4::1::1 

43 24，516 10，363 

44 24，333 10，808 

45 20，388 8，748 

-
ノ
メ
り
カ
に
お
け
る
公
益
事
業
。
料
金
形
成
の
一
過
世

第
二
次
大
戦
に
よ
る
イ
ン
フ
レ

1
ショ

γ
の
結
川
市
、
原
価
主
義
に
対
す

る
批
判
が
い
く
ら
か
生
じ
て
く
る
的
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
フ
レ
ジ
ョ
ン

は
日
本
の
場
合
な
ど
と
は
ち
が
っ
て
、
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
微
弱
な
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
二
六
年
を
基
準
に
し
て
卸
売
物
価
指
数
は
四
八

年
に
お
い
て
一
倍
半
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
建
設
費
指
数
で
は
一
九
三
九

年
を
京
準
に
し
て
四
五
年
で
一
一
一
一
倍
、
五

O
年
で
も
二
倍
程
度
で
あ
る
。

し
か
も
、
戦
時
中
に
は
特
別
償
蜘
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
イ
ン
フ
レ

1
シ

明
ン
論
議
も
当
然
に
微
制
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
コ
た
り
で
あ

ろ
う
。
原
価
王
義
の
舵
L
M
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
も
時
一
市
的
な
も
の
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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主
で
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註
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原
文
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三
五

E
は
邦
訊
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脱
落
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ち
な
み
に
財
閥
名
、

t
配
下
の
会
社
の
総
町
日
産
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そ
の
う
ち
公
訴
司
業
関
係
む
会
社
の
資

産
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単
位
百
万
ド
ル
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を
前
述
。
順
序
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ら
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し
て
お
こ
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
公
益
事
業
の
料
金
形
成
の
一
過
程

公
益
事
業
白
原
始
原
仙
の
概
念
が
あ
ま
り
に
厳
格
な
た
め
「
取
得
時

の
原
価
が
公
正
な
場
合
に
は
、
か
か
る
原
仰
は
ま
さ
に
ベ

l

ス
の
一

部
」
で
あ
る
之
し
、
「
料
金
基
礎
は
原
始
原
価
で
は
な
く
て
、
合
理

的
な
知
性
と
正
当
さ
で
も
っ
て
支
払
わ
れ
た
実
際
制
、
す
な
わ
ち
駅

軍
投
資
畑
中

E
0
1
E
4
0耳
目

E
伴
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る

ン
の
向
。
戸
口
丘
ロ
明
日
回
目
一
円
司

ω
田
口
)
。

ω
た
だ
し
と
れ
は
料
金
問
問
ー
と
か
ら
ん
で
変
則
的
に
適
用
さ
れ
た
。

一
帥
守
比
凶
刀
「
特
別
償
却
を
め
ぐ
る
企
業
利
益
の
表
示
問
問
」
経
済
論

議
第
八
寸
巻
第
二
・
三
号
お
よ
び
「
『
急
速
税
務
減
価
飢
却
』
の
経
諦

構
砧
に
及
ぼ
す
阿
倍
抑
」
経
済
論
叢
第
八
一
巻
構
二
号
参
照
@

五

す

心だ

む

料
金
基
礎
の
評
仙
に
お
け
る
原
価
主
義
実
務
の
成
『
止
は
、
二
心
年
代
の

悲
意
的
実
務
と
大
恐
慌
に
よ
る
経
済
の
破
綻
(
会
計
に
つ
い
て
い
え
ば
、

そ
れ
に
対
す
る
不
信
い
一
の
反
動
か
ら
、
規
制
強
化
方
針
の
な
か
で
確
立
さ

れ
て
き
た
叫
統
制
委
討
会
の
主
倒
的
見
解
は
、
当
時
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
一
般
的
な
会
計
原
則
を
も
っ
て
公
益
事
業
会
計
に
も
適
応
さ
せ
る
こ
と

を
芯
凶
し
、
そ
し
て
い
ま
だ
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
に

よ
っ
て
か
な
り
の
規
制
を
大
衆
の
要
求
に
押
さ
れ
な
が
ら
実
施
し
て
き
た

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
企
業
に
と
ソ
て
み
れ
ば
、
公
益
事
業
自
体
に
お
け
る
昧
算
は
梢

第
九

O
巻

第
四
号

。。

ノL

費
量
の
急
哨
と
建
設
費
物
価
の
上
井
が
そ
れ
ほ
ど
強
〈
な
か
っ
た
た
め
に
、

料
会
引
下
げ
を
行
な
い
な
が
ら
も
十
分
に
引
合
ち
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
公
益
事
業
か
ら
祝
野
を
拡
げ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
事
態
は
、

独
占
資
木
に
支
配
さ
れ
て
い
る
公
益
事
業
が
、
井
別
料
品
皿
に
よ
り
同
じ
系

列
内
に
あ
る
井
規
制
独
占
会
社
に
安
柿
な
プ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
般
家
庭
消
費

者
の
憐
牲
の
も
主
に
供
給
し
な
が
ら
維
持
さ
れ
て
き
た

ιい
え
る
。

公
話
事
業
の
統
制
強
化
と
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
近
代
会
計
理
論
(
動
態

論
)
に
も
と
づ
く
統
プ
合
計
制
度
〈
こ
と
に
料
金
基
礎
の
評
価
基
準
と
し

て
の
原
伽
主
義
採
用
)
は
、
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
過
程
の
も
と
で
提
起

さ
れ
、
採
用
さ
れ
て
き
仕
も
の
と
み
る
こ
k
が
で
き
る
@
ま
た
こ
の
よ
う

に
み
る
な
ら
ば
、
消
費
者
の
立
場
に
立
っ
と
主
張
し
、
あ
る
い
は
公
平
な

裁
定
を
行
う
と
宣
言
し
て
、
当
時
の
物
価
指
数
か
ら
み
れ
ば
原
理
的
に
は

企
業
に
不
利
な
原
柿
主
義
の
導
入
を
促
進
し
た
統
制
委
員
会
は
、
消
費
者

と
い
っ
て
も
あ
き
ら
か
に
大
消
費
者
〔
独
占
資
本
)
の
立
場
に
立
っ
て
お

り
、
事
実
上
、
総
資
本
の
強
化
と
不
況
か
ら
の
脱
出
の
た
め
に
独
占
資
本

に
手
を
貸
し
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
一
汀
え
ば
、
主
観
的
に
は
と
も
か
〈
も
、

客
観
的
に
は
一
九
二
九
年
大
恐
慌
で
爆
発
し
た
一
般
投
資
家
の
怒
り
に
封

ず
る
防
波
堤
の
役
割
を
架
し
、
か
く
し
て
独
占
の
再
編
強
化
に
寄
与
し
た

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。


